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第2部 逐脱第2条：0 拶2条〇至磁）

0緯知釦以磯広姑鵬に｀｀蔚雌ずること

a汎滋隕に置●櫨吝には試重上の資害も含史れ〇
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〇 昂Sぺeg-さば’‘こと
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心愕lCよる霙瓢槍害 匹IC.Cる域言
＊覧胃翼匹さ櫨康演害 軍動I<よ5値冨
這暉ICよ繕魯翡随 嶋況Fによる鰐
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〇 重O曇仝上＂・文重が生ずるレベル心化した重濱の状謹

戸＝て ほこ＝——1

地 尽 金如温と 誡言を形（レ成騒 l 
*•I”

' 凶“ 紅応紺 <vタダ匹 l 
mtIll（レペルの董櫨鼻下鰤 櫨零紐くレベシウ追重社下
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貨害を招く，，，ペルし― ぶ頁円濁 偉夏すぺ會鰐廷鬱そ0捻0自戴白の霞逼
絨匹<Vペル坦て呆 贅吋ぺ•e-, l 

0人の碑に>り重慎に立らhる撃憂であィで、虫填mmo累と“石
出それ〇おるらO

虚歪醤饗誓
畑されるふ葺巧遍鬱菫I4F11構直目）

・資出される土逼愕肇螂
檸出される＂喜檜"
鐸る、

邑塑竺竺西
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鵞0紐磁じ＂る蘊
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と
し
て
の
現
奨
を
良
好
な
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る．

し
か
し
な
が
ら、
人
間
社
会
の
長
楳
が
巨
大
に
な
る
に
つ
れ
て、
環
境
か
ら
取
り
入
れ
る
有
用
物
の
豆`

翠
境
に
拾
て
る
不
月
物
の
長

が
自
然
の
回
複
（
再
生・
浄
化）
能
力
を
超
え、
そ
の
結
呆`

供
給
涼
及
び
吸
収
源
と
し
て
の
環
境
が
徐
々
に
投
な
わ
れ
つ
つ
あ
る．

人
問
の
社
会
経
済
活
勤
を
持
統
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は、
平
成
四
年
版
環
境
白
蜜
が
指
摘
す
る
よ
う
に、
「
究
極
的
に
は

自
然
か
ら
採
取
す
る
再
生
可
詣
資
源
の
量
を
自
然
の
再
生
産
餡
力
の
筵
囲
と
し、
自
然
に
排
出
す
る
物
質
の
豆
を
自
然
が

受容
可
能
た
量

一

の
範
囲
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
大
切」
(-

三＿―
ペ
ー
ジ）
で
あ
る．
こ
の
た
め、
少
な
く
と
も、
環
坑
か
ら
の
有
墨
物
の

晨
及

．

び
環
境
中
へ
の
不
用
物
の
誹
出
で
あ
っ
て`

自
然
の
回
復
能
力
を
超
え
た
も
の
を
低
減
さ
亡
る
た
め
の
態
策
を
欝
じ
て
い
く
必
妥
が
あ

部
・

第

る．
こ
の
よ
う
な
認
識
笠
芍、
「
環
境
へ
の
負
荷」
を
定
逃
し、
そ
の
低
減
に
向
け
て
の
施
策
を
鐙
ず
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る．

＇
 

ー

「
人
の
活
動
に
よ
り」

翁
7

,．

霞
竪
鬱
騒

鬱
阻
ら
れ、
地
震、
台
風、
翌
雷、
洪
水
や
全
く
自
然
瑛
象
に
基
づ
く
地
盤
沈
下
な
ど
の
よ
う

戻
然

自
然
の
現
象
を
原
因
と
す
る
人
の
生
命・
飽
康
や
生
活
現
境
の
被
害
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る．

．
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「
環
境
に
加
え
ら
れ
る
彩
饗
で
あ
っ
て」

．

「

塁
へ
の
影
響」
の
う
ち̀

-

翠
翠
寧
幽
恕
（
フ
ァ
ー
ス
t
イ
ン
パ
ク・
r｀

彩
饗
の
培

分）
を
指
す
概
念
で
あ
る．

祠
壊
へ
の
負
荷」
に
は、
汚
染
物
質
等
が
誹
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の、
動
菰
物
等
の
自

然物
が
損
儡
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の、
自
然
の
景
饒
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
等
が
あ
る
（
次
宜
の
図
参
照）．

3

「
環
坑
の
保
全
上
の
支
障」

「
環
境
の
保
全
上
の
支
隣J
と
は、

規
制
等
の
国
民
の
橙
利
義
務
に
直
接
係
わ
る
よ
う
た
施
策
を
謬
じ
る
目

安と
な
る
程
度
の
環
境
の

9
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“岱ばズ店‘芯は霊霊，し、ゞ．T


